












Protective and Provident League，以下 WPPL）に比して，あまり注目されてこなかった。
おそらく， W I Cが女性の組織化を直接の日均としたものではなかったためであろう。しかし
ながら， W I Cの設立は，女性労働者組織化への取組みと，その難しさの認識に端を発してお
り，しかも，その結果として，世論へのはたらきかけのための情報収集として調査活動に力を
入れた団体であってみれば9 その情報だけとってみても，少なからぬ意味が認められる 1)。事
実， WI Cの機関誌や刊行物は，しばしば引用されるが，その割りにはWI Cそのものについ
ては知られていないのが実情である。
機関誌についてl土，マイクロフィルムが利用できるようになったが， W I Cについてのまと
まった検討はE・マッペン（EllenMappen）の著作2）に限られる。ただ， W I C自体を対象
1.例えば， WICの調査報告書のひとつとして刊行された『既婚女性の労働』 （MarriedWomen’s 
Work, 1915〕は， 1980年（GarlandPublilshing), 1983年（Virago）に復刻されている。
2. Ellen Mappen, Helping Women at Work: the Women’s Jndustγial Council, 1889-1914(1985〕，
‘Strategists for Change : social feminist approaches to the problems of women’s work’in A. 
John ed., Unequal Opport開 ities: Women’s Employment in England, 1880-1918. (1986）.前者
は機関誌や刊行物からの抜粋に簡単な解説を付したものである。抜粋の選択が必ずしも適切とはし、え
ず，またW I Cは1919年まで存続していたにもかかわらず， 14年までとしたことは，その後の活動が
それほどみるべきものがなかったとしても，不満が残るところである。後者では女j陸労働連盟（Worn-









WI Cの位置づけにある。あわせて， W I Cの中心人物であるグレメンティナ・ブラック（Cle・
mentina Black）の活動や著作と，『イギリス工場法の歴史』の共著者としてのみしか知られ
ていないハッチンズ（B.L. Hutchins〕のW I Cとのかかわりなどについても，ふれたいc
1. WI Cの設立とその概要
(1) WI Cの設立
WI Cの設立までの事情は，女性保護備災連盟 WPPL(1874年ヲバターソン夫人 Emma
Patersonにより結成〉抜きには語れない。中心人物クレメンティナ・ブラックが WPPLの書3己












3. James A. Schmiechen, Sweated Industries and Sweated Labour. The London Clothing 
T叩 des,1860 ・ 1914，〔1984).Jenny Morris, Women Workers aπd the Sweated Tradeぶ The
Origins of Minimum Wage Legislation, (1986〕.Patricia E. Malcolmson, Eηglish Laundresses 
A Social History, 1850ー 1930,(1987). Philippa Levine, Victorian Feminism, 1850-1900, 
〔1987). S. Pennington & E. Westoγer, A Hidden W口鴻foγce:Ho刑 ewoγkeγsin England, 1850• 
-1985, (1989). 
4. WICの年報〔AnnualReport〕は，第1次 (1894 95年〕から第24次 (1917 18）年まであるが，
第20次 (1914-15年〉以降については，独立したものではなく，機関誌に掲載されている。
1. Ma却 enop. cit., 1985, pp. 33-39. 
2. C. Black. 'A Working Women’s Sp閃 ch’inNineteenth Century, May 1889, p. 667-671. 
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¥, ¥ 0 経済不況もこれに拍車をかけた。 WTUAの年報も，最初の勢い1土どこへやら，年毎にト
ーンを落としていく 3）。 WTUA最後の年報（第4次， 1892-93年〕は，「組織化の試みは，自
発的なものでなければ，長期的には労働組合主義への不信を引き起こすかもしれなしリ「組織
化活動がやむをえず停滞する時期は，情報収集と教育活動をすべき時期である。そうした事前






















これらの委員会には，合同，改称，新設などによる変更がかなり生じるが，それ自体W I C 
の活動内容もしくはその変化をよく反映している。例えば， －般目的委員会と財政委員会が合
3 . WTUA, Annual Report 1890← 1, 1891-2, 1892-3, (Mappen, op. cit., 1985, p. 39-49). 
ブラックの私信 (J.パーンズ宛〉でも，「ロンドンでの活動をあきらめなければならないかもし











ての小委員会（Sub-Committeeon Technical Training, 1901-2年設置〉と合同する形で，





















5. WIC, Annual Report, 1900-1, 1901-2. 
6 . ibid., 1897-98, 1904-5. 






女性労働協議会 1894-1919 33 
200人を越え， 1910年代には300人台に達した。最後の二つの年報 (1916-17年， 1917-18年〉に
は，会員数をチェックできる項目がないが，知り得る限りでは， 第一次世界大戦車前の 1913-
14年が約 350名いづ最高を記録している。新会員は 2名の会員の推薦を必要とし，会費は最
低1シリングであった。しかし，正式の会員とはならずに， W I Cにお金を寄せる人も多かっ
たとL、う。
1895年10月から， W I Cの活動状況と女性労働に関わる記事を掲載したわずか 4ページの月
刊ニュース（機関紙）として出発した theWomen’s Industrial News C以下 WIN）は9),
1897年5月までに19号を数えたが（ただし， 96年4月と 5月の両方が no.6となっているので，
実際には計20号）， 97年9月から，季刊発行に変更されるとともに，ページ数も増えて，論文
や報告書も収められるようになり，雑誌（機関誌〉の性格を色濃くした。この新シリーズ（new
series）は，以後1919年 4月まで83号を重ねてくただし， 1900年6月と 9月， 1911年7月と10








々に引き上げられ， 1907年には 6ペンスであった。 1908-9年には，機関誌に広告を導入し，















34 立教経済学研究第43巻 第3号 1990年
財政危機にみまわれた。また，事務所はロンドンのストランド（Strand,W. C.）に置かれて
いたが， 1902年に同じ通りで移転している (12→19Buckingham street）。










しても，立法とLづ具体的な成果を虫み出し， W I Cが最も評価されることになったのが，苦
汗家内労働問題への取り組みであった。
苦汗家内労働問題は，とりわけ1880年代後半から，世論の関心が向けられるようになってき
ていたが（と院菅汗特別委員会 theHouse of Lords Select Committee on Sweating, 1888 
年任命）， WI Cとして最も早くから取り組んだ問題であり，機関誌に最も頻繁に取り上げら
れたテーマでもあった。 WI Cの前身 ・WTUAがロンドンのイースト・エンドの女怯労働者L
組織化活動を中心にしていたことも，この地域にかなり集中していた家内労働への注目を促し
たかもしれない。 W I Cの調査委員会が苦汗家内労働の’青報収集に従事していることを最初に
記録しているのは，機関誌 WIN新シリーズ 1号 (1897年 9月〉と 189697年報であるが，同
年 (1897年）には35業種の調査報告2）や，他雑誌への寄稿刊さらにコンブァレンス（Con-
ference on Home Work, 11月23日〉の開催も行われていることから，おそらく実際の着手は
もっと早かったといえよう。 1898年後半には，調査に基づいてW I Cとしての改善のための法
案（theBill for the Regulation of Home Work）も作成され， WICに協力する議員 (John
Burns）によヮて，議会に上程された。
WI C はその後も苦汗家内労働問題に関わり続け，海外の情報を集めるとともに， 1908年の
再調査のみならず，単独でも，他団体との協力によっても，調査と改善のためのはたらきかけ
1 . WIC, What the Council Is and Does, 1909, What Has Already Been Done, 1910?. 
2. WIC, Home Industries of Women in Lo向don,1897. 
3. （無記名〉‘Women’sHome Industri巴s'in Contempoγaη Review, Dec. 1897, p. 880-886. E. 
F. Hogg (WICの会員〕，＇Fur-Pullerof South London' in Nineteenth Century, Nov.1897, p. 
734-743. 
女性労働協議会 1894-1919 35 
に努めたり。 1909年最抵賃金法（theTrade Boards Act）に直接つながる運動の盛り上がり l土，
20世紀にはいって，特にデイリー・ニュース (theDaily N仰のにより苦汗産業展覧会（the
Sweated Industries Exhibition, 1906年） 5）の及ぼした影響が大きし、とされるが， その時には，
WI  Cはこの問題についての運動のなかで中心的な位置をしめるようになっていた。ブラック
自身も，早い時期から女性労働の基本的な問瞳として，罰金や現物給付も合めた低賃金問題を
指摘しておりの，衣服業を中心とした W I Cの調査の先頭にたちの，反古汗同盟（theAnti-
Sweating League〕の主要メンバーとしての活躍もめざましかった。
ところが，こうした取り組みにもかカ、わらず，政府が，下院家内労働特別委員会（theHouse 
of Commons Select Committee on Home Work, 1907年任命〉のJ日告を受けて，最低賃金法
案を具体化してきた時， W I Cは政府法案についての正式昆解を出さないとL、う奇妙な態度を













4.‘Report on the Results of an Enquiry as to the Inspection of Home Work' in WIN new 
series no.11 (Mar. 1900), pp.167 168. WIC, How to Deal with Home Work, 1902? (the 
Scottish Council for Women’s Tradesとの協力による調査〕， TheCase for and against a Legal 
Mi托imumWage JoγSweated Woγkeγs, 1909. 
5.この展覧会については， R.Mudie-Smith (compiled), Handbook of the “Daily News”Sweated 
In dustγies Exhibition, 1906. 
6. c.副ack,'The Organization of Working Women’in Fortnightly Review, Nov.1889, pp. 695 
-705.‘Women and Work E’in New Review, Sept. 1891, pp. 213ー221,(with S.N.Fox) The 
Tγ叫ckActs: What They Do, and They Ought to Do, WTUA, 1894. 
7 . C. Black, 'London Tailoresses’in Economic Journal, Dec. 1904, pp. 555-567, Sweated Indus-
try and the Minimum Wage, 1907, (with Mrs. C. Meyer) Makers of Our Clothes: A Case 
for Trade Boards, 1909 (WIC 1908年調査報告〉。
8 . WIN, new series no. 39 (June 1907) p. 621, no. 40 (Sept. 1907). 
35 立教経済学研究第43巻第3号 1990年
立場との折り合いは結局つかなかったのである。ブラックは， 「自分が最も重要と考える改革
に専念するため，賃金委員会ができるまでは， W I Cでの活動を調査委員会にかざる」として，



















たが， W I Cはその設立の経緯と調査活動との結び付きによって，とりわけ工場法を重視して
し、たことは強調されてよいだろう。
具体的には，自ら法案を作成した例として，先の家内労働規制法案のほか，地下作業場法案




9 . WIN new seir巴sno. 46〔April1909) pp. 3 -4. 
10. Mappen, op. cit., 1986, p. 258. 
11. Malcolmson, op. cit., p.123. WIC, Women Laundγy Workers and Legislation, （発行年不明〕
（問答形式で，ランドリーの労働条件に関する法を解説したリーフレット〉。 M.E. MacDonald，‘R巴－
port on Enquiry into Conditions of Work in Laundries’in WIN new series no. 39 (June 
1907). 














る女性工場監督官たちも，たびたびWI Cの会合やW I Cが開催する講座での講師をつとめて
L、る。少数で膨大な監督業務をこなさなければならず， しかも男性監督官からの風当りも強い















12. J. R. MacDonald ed., Women in the Pγinting Trades, 1904. L.B. Bradby & A. Black, 
‘Women Compositors and the Factory Acts' in Economic journal, Jun日 1899,pp.216ー266.
13. Public Record Office, H045/9818/B8031. British Library, MMS Add. 46290 f. 362 （ブラック


















まで進んでいった。雑役婦訓練協会（theAssociation of Trained Chirwomen, 1897-98年設立〉
は，家事従事労働者の訓練というよりも職業紹介的機能の方に重さがあったが， 1909年後半頃
から計百に着手し， 1911年 8且，ロンドンのハックニー〔Hackney）に開設されたのは，保母
訓練学校（theNursery Training School〕であった。 10～20名の生徒を寮に入れて，理論と実技
について一年間教育・訓練するもので， WI Cはイングランドでは他に例をみないと誇った。
確かにより実践的な活動へ乗り出したとLづ意味では9 この訓練学校の開設は評価できる側面




14. WIC, Annual Report, 1900 1901, pp. 7 -8 . 
15.羽TIC,Technical Education JoγGirls in England and Elsewhere, 1897, Technical Education 
for Women and Girls at Home and Abγoad, 1904？，‘Report of an Enquiry into the Appren-
ticeship Charities Available for Girls in London' in WIN new series no.14 (Mar.1901), 'R巴－
port upon Technical Training for Women' in WIN new series no. 21(Dec.1902). G. M. Oake-
shott, 'Artificial Flower-Making : An Account of the Trade and a Plea for Municipal Train-
ing' in Economic journal, Mar. 1903, pp.123-131,. C. Black, 'Technical Education in Eng-
land as Seen by Foreigners’in WIN new series no. 24 (Sept.1903). G.M. Oakeshott, 'A Re-
view of the Report of the Technical Education Board for 1903 of the WIC' irt WIN new 
sesries no. 26 (Mar.1904), pp. 413-419. 




























しかしながら， W I Cが家事従事労働に関心を向けていたことは，マイナスばかりを意味し
なか？と側面もある。 「既婚女性および未亡人の労働の社会的3 経済的効果についての調査」
は，苦汗家内労働および家事従事労働と並んで， W I Cが行った数多くの調査の中でも最も代
16.‘The Nursery Training School' in WIC, Annual Report, 1910-11, pp.14 15. 
17.‘Solving the Servant Problem' in WIN new series no. 15 (June 1901), pp. 236 238. C. 
Webb，‘An Unpopular Industry' in Nineteenth Century, June 1903, pp. 989 1001. C. V. But-



















(5）第一次世界大戦とW I C 







18. C. Black ed., Married Women’s Work, 1915. 
19.‘Some Suggestions for Investigators’in WIN new series no. 42 (Mar.1908), pp. 8-9. WIC, 




だ……必要以上に長い間，自分の記憶を信頼してはならなbづくSi白 ey& Beatrice Webb, Methods 
of Social St叫dy,1932，邦訳『社会調査の方法』JI!喜多喬訳，東京大学出版会， 1982年， p.131,p.133)
20.‘The WIC and th巴 War’inWIN new series no. 67 (Oct.1914), pp. 300-301. 
21. WIC, Annual Report, 1913 14, p.16, 1914-15, p, 9, p. 15. 















Committee on Women in Industry，報告書1919年）2のでは，ブラックがW I Cを，またドレ
イグ（B.Drake）がW I Cおよびフェピアン女性グループ（theFabian Women’s Group) 
を代表して証言しており，この時点では女性労働に詳しい団体のひとつとして， W I Cの存在










22. Tuckwell Collection, re巴17, file 340. 
23.‘Scheme for the Re-organization of Domestic Service' in WIN new series no. 80 (Jan. 
1918), pp. 1-3.‘Reprt of the Conference on the Re-organization of Domestic Service as a 
Modern Industry' in WIN new series no. 81 (April 1918), pp. 5-8.寸heRe-organization of 
Domestic Serγice’in WIN new series no. 82〔Jan.1919),pp.1-3. 
24.拙稿「イギリスにおける第一次世界大戦下の労働問題」『日本労働協会雑誌』 235号 (1978年10月〉
所収，参照。













(Clementina Black, 1855? -1922/3）とし、うべきだろう。 WTUAの時期からW I Cの最後ま
でその中心にあって， W I C全体の立場とブラック個人の考え方を区別することは難しい。マ
クドナノレド夫人は，確かにW I Cの中心人物のひとりではあったが3 ブラックと同等に扱うこ







でロンドンへ出てきて，大英｜専物館で勉強し，小説を書いて 1877年には処女出版（A Sussex 
26. ‘Report on Industry and Motherhood Enquiry' in WIN new series no. 79 (Oct. 1917〕， pp.
4 17, no.80〔Jan.1918),pp. 4-11, no. 81 (April.1918), pp. 11-14, no. 81 (July.1918), pp. 2 
-16. 
27. B.L. Hutchins, 'The Worn巴n’sIndustrial Council' in Guild of Help日＇S,July 1917, pp. 70-
73. WIN new series no. 81 (July.1918）の CouncilNoteでふれられている Women’sR巴search
Department計画は，ハッチンズを議長に予定しており，彼女のいう中央協議会もしくは諮問委員会
とほぼ向ーのものと推測される。
1 .マクドナルド夫人については， Dictionaryof Labour Bibliogγaphy IV (pp. 181-185), Biograph-
ical Dictionary of British Feminists〔pp.116 119），伝記として， ］. R. MacDonald, Margaret 
Ethel MacDonald, 1912, L. Herbert, Mrs. Ramsay MacDonald, 1924. 
2.ブラックについて取り上げている人名辞典は，今のところ， BritishWomenのみ。ロンドンのフ
ォーセット函書館（FawcettLibrary）の新聞切りぬきには， 4紙（Times,Daily Telegraph, Daily 
Chronicle, Westminster Gazette）のブラックの死亡記事が含まれているが， いずれも1922年と書き
込みがあり，彼女の死去を1923年としている BritishWomenと食い違う。
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Idlylりをしたが，ロンドンに住むようになったのは， 1880年代（20歳代後半〉という説も b
る。小説はその後も書き続け，作家として知られるようになったが， 80年代後半， 30歳頃から




草し，ロンドンの婦選運動団体（theLondon Society for Women’s Suffrage）のメンバーであっ
たというが，執筆物では，ほとんど女性参政権について触れていない。 1913年には女性労働問
題についての貢献に対して，年75ポンドの特別年金（CivilList pensioめを受けた。



















































4. LSE図書館では Elizabeth，ロンドン大学図書館では Beatrice，フォーセット図書館では Elizabeth,
Bessie, Barbaraで図書カードが作成ぎれていた。また， P.Pugh, Educate, Agitate，。rganize:
100 Yeaγs of Fabian Society, 1984では，お巴atriceが使われている（p.108）。ハッチンズについて
は，人名辞典に含まれておらず，その経歴を知る唯一の手がかりとして，筆者が入手できたのは，タ




5 . B. L. Hutchins, 'A Complet巴 Ind巴Z to the News' in WIN new series no. 29 (Dec. 1904) iー
XL 
6. 2節脚注27参照。
女性労働協議会 1894-1919 45 




















もう一人のドレイク（BarbaraDrake Mrs. Bernard Drake) I立，ウエッブ夫妻の姪であり，
フェピアンとしても知られているが， WI Cへの参加は1912 13年と遅い。しかし，ただちに
7. Hutchins, Women in Modern Jndustγ・y, 1915, pp.197-8. 
8 . Hutchins, 'The Creative Impulse in Industry' in Contemporaγy Review, Feb. 1921, pp. 207 
-214. 
9. G. Oakeshott, 'Women in the Cigar Trade in London’in Economic journal, Dec. 1900, pp. 
567-572 (WIN new series no.13, Dec.1900 再録〉，‘WomenPolishers’in WIN new series 
no.18, Mar.1902, 'The Need for Inv巴stigation; its practical bearing on the work of WIC’in 
WIN new s日ries,no. 22 (Mar. 1903），‘Artificial Flower-Making : an Account of the Trade 
and a Plea for Municipal Training' in Economic four仰 l,Mar.1903, pp.123-131 (WIN new 
series no. 23, June 1903 再録）， 'The Work of the Industrial Bureau' in WIN new series 
no. 25 (Dec. 1903〕（Women’sEmploymentからの転載〕，‘AReview of the Report of the Tech-
nical Education Board for 1903 of the WIC' in WIN new series no. 26 (Mar.1904），‘Embroi-
dery’in WIN new series no. 28 (Sept. 1904〕，＇ADay Trade School for Girls' in WIN new 
series no. 32 (Sept. 1905〕（Guardianからの転載〉。





短期間ではあったが， W I Cの初代書記長をつとめたフランセス・ヒックス（FrancesHicks) 





のオルガナイザーとして， ロンドン菓子製造労働者組合（theLondon Confectioners’Trade・ 







店員組合（theNational Union of Shop Assistants）を代表する女性のひとり，ボンドフィ




1. Drake，‘The Tea-Shop Girl' in WIN new series no. 61 (April 1913），‘Th巴 Caseof th。
Sub-Postma st巴r’SAssistant' in WIN new series no. 63 (Oct. 1913），‘Government Contracts. 
and the Disenfranchised Worker' in WIN new series no. 64 (Jan.1914), 'The Barmaid’in 
WIN new series no. 65 (April. 1914），‘Th白 GirlWorker and the Opportunity of th日 Juvenile
Advisory Committe巴’ inWIN new series no. 66 (July.1914），‘The Shop Assistant' in WIN 
new series no. 69 (April 1915）.その他の著作として， Womenin the Engineering Trades, 1917, 
Women in Tγade Unions, 1921. 
12. アミー・ヒックスについては， Diction aγ・y of Labour Bibliog印 iphy IV (pp. 89-92), Biogra--
phical Dictionary of Bγitish Feminists(pp. 95-96）。彼女は，王立労働委員会（theRoyal Commis← 
sion on Labour, 1891年任命〉で証言し， WTUAはこれをパンフレット （HowWomen Work I : 
Ropemaker 仰 dOther Trades in London，発行年不明）として出している。
13.クララ・ジェイムスも，ヨミ立労働委員会で証言し，やはりWTUAからパンフレット （HowWomen二
Work JI : Confectionery and Other Trades in London，発行年不明）が出さ札てL泊。
14. c.ウェッブについては， Dictionaryof Labour Bibliography JI (pp. 369-398). 
15.ポンドフィールドについては， Dictionaryof Labou1’Bibliography JI (pp. 39-45), Biogγaphicat 
Dictionary of British Feminists (pp. 30← 32), British Women (pp. 53-54）など。






















労働組合協議会（theManchester, Salford and District Women’s Trade Union Council, 
1895年設立〉， リパプール女性労働協議会（theLiverpool Women’s Industrial Council, 1895 
年設立〕，へスティングズ女性労働協議会（theHastings Women’s Industrial Council, 1901 
年設立〉，スコットランド女性労働協議会（theScottish Council for Women’s Trades，以下SC
WT）などとの協力関係がそれを示す。特に，アーウィン（M.Irwin）を中心とする SCWT
は， W I Cと同様，スコットランドのWTUL（支部〉から発展し，調査，教育，立法促進など
目的も一致していたことから，苦汗家内労働の調査をはじめとして，法案起草や議会への陳情
など，きわめて緊密な関係にあった2）。ほほ問時にイングランドとスコットランドで，同じ母
16. WIN new series no. 64〔Jan.1914)p. 208. 
1 . WIC, Annual Repoぺ1912 13, p. 4-6 (List of trades into which the Council has itself 
















女性協同組合ギルド（theWomen’s Co-operative Guild，以下ギノレドもしくはWCG, 1883. 















い。 WTULとW I Cをつなぐのはもっぱらマッカーサー（M.Macarthuのである。 WTULの書
記としてというよりも，全国女性労働者連盟（theNational Federation of Women Workers, 
3. WIN no. 2 (Nov.1895) p. l ( 1節脚注4参照〕.WIC, Annual Report, 1895-96, p. 8 . 
4.「ギルドは，クレメンティナ・プラックのすすめで，最近できた働く女性の姉妹組織 WTUAと接
触」（C.Wedd, Woman with the Basket, 1927, p. 31）.円IVCGI土1894年 WICの設立に積極的な
役割」（Cole,A Century of Coψeration,, 1944, p. 339). 
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1906年設立〉の創立者としてのマッカーサーが，講師として招かれるなど， W I Cと親しかっ




























5 . WIN new series no. 40 (Sept. 1907) p. 652, no. 43 (June. 1908) p. 31. 
6 . The Times, June 17, 1911. 
7, 「ある社会階級出身の研究者は他の社会階級の駆動力や感情の特定の志向を正確に分析できるもの
なのであろうか」（前掲『社会調査の方法』 p.45〕．
8 . Hutchins, op. cit., 1917. 
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まで， pワウンシル（WIC）がなすべきことは， まどたくさん残されている」 （WINnew series 





子も違っていた。要するに，私は優越者となり，二人は階級をすごく意識したJCJ ack London, The 
People of the Abyss, 1903，邦訳『どん底の人々 』〈辻井栄滋訳，社会思想社， 1985年， p.83).
11. Black, op. cit., 1907, pp.135-8. 
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